［Book Review］ Haruyoshi Ebihara : Comments for the History　of "Showa Education" by 鈴木 祥蔵 & Suzuki Shozo
[文献紹介] 海老原治善著「昭和教育史への証言」
その他のタイトル ［Book Review］ Haruyoshi Ebihara : Comments
for the History　of "Showa Education"
著者 鈴木 祥蔵
雑誌名 教育科学セミナリー
巻 4
ページ 81-83
発行年 1972-08-08
URL http://hdl.handle.net/10112/00019579
文献紹介
＊ 
海老原治善著「昭和教育史への証言」
＊＊ 
鈴木祥蔵
教育とはかって人間が労働の課程で創造し積
み上げてきた文化を子どもたちとどう選びとり
どんな質の文化をさらにつくり上げることが理
想なのかを選び決定してゆく運動である。だか
ら、教育の仕事を通してどう生きるべきかとい
うことを真剣に考え生きてきた真面目な教師た
ちはすべて運動と何らかのかかわりをもたざる
を得なかった。教師として生きる、教育運動家. . . 
として生きる、教師の文芸活動のリーダーとし
て生きる、それらの教師たちがかろうじて「に
んげん」を教育の世界に保持することができる
のである。戦前の教育が中央集権化された天皇
制権力によってととのえられればととのえられ
るほど、そこからは皇民や臣民だけが巾をきか
せ、人間が息づく暇を与えなかった。そのよう
ななかで教師として人間として生き、人間をとり
もどそうとして生きることは並大ていのことで
はなかった。せっかく苦労し血の出るような努
力をしてつくりあげた労働の成果が、そのまま
吸い上げられて戦争の武器となり、文化や教育
．が一部のものの独占するものとなってゆくその
ような雰囲気の中で、人間をとりもどし、人間
の文化を子どもたちとー諸に奪いかえし、生き
ようと努力すればするほど、権力からにらまれ、
折を見て弾圧されるというような危険な状況の
なかで、それでも生きるということを続けると
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いうことは極めて困難なことであり、自分をき
ぴしくたたかいつづけるということが必要であ
った。
そのように生きた人びとがわがくににもた＜
さんいた。この人たちは文書を残し、パンフを
つくり、囲りの人たちに生きたコトバで勇気づ
けようと努力してきた。この人たちの生きざま
がわがくにの講壇教育史のなかでは殆んどかた
られるということがなかった。
戦後の解放がやっと民間運動史や権力の側の
不当な圧力をぼつぼつと文献を通してほりおこ
し、講壇にもちこむことを可能にした。
しかし、昭和というオー、オニの世界戦争を
二度も経験した時代が昭和二十年という大き
な変動をはさみながら真二つに別けられてしま
ったこの時代の社会の中で、生きて人間をとり
もどそうとして努力した真面目な教師たちの、
そのひとりひとりから直接のことばを通じて
「その生きざま」を伝えて昭和の教育運動史を
裏づけようと試みたこの海老原氏の著書、「昭和
教育史への証言」は、戦後に試みられた出版物
の中でも最もユニークなものの一つであるとい
っていいであろう。
この本のオ一部は「昭和教育史概説」であり、
オニ部の「昭和教育史への証言一対談」の導入
であり裏打ちとなっている。
大正自由教育運動をわがくににおける「自我
のめざめ」としてとらえ、その目が教師たちを
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「無産階級の子弟のための教育へ」むかわせ、
それが基盤となつて「教育労働運動」が発展す
る動因をつくったと著者はお・さえる。このよう
な大正の教育運動がたえず権力の側から弾圧さ
れつつ、昭和へ舞台はうつり、教労・新教の運
動があらわれ、生活綴方、北方性教育運動へと
展開される過程が克明におさえられる。一方権
力側は「非常時・日本精神」をふりかざした教
育政策を強力におしすすめ、植民地獲得競争か
ら戦争へとまっしぐらに突入してゆくなかで、
これに抵抗して生活教育運動や教育科学運動が
展開されるがやがてこれらもことごとく弾圧さ
れてしまう。そのような息づまる谷間を生きつ
づけてきた、そして今なお生き続けて、戦後の
民主教育の出発と教育労働運動の発展に何らか
のかかわりをもちつつ、戦前の遺産のうけつぎ
とその発展に力をつくした三十人の先輩たちか
ら生き生きとした証言を引き出した記録、それ
がオニ部の「昭和教育史への証言」なのである。
ォーに登場する池田種生氏は、1519年姫路師
範を卒業して兵庫県小学校の教師となり、その
後、わがくにの教育労働運動の先駆的役割をに
なった「啓明会」や教育労働者組合結成運動に
重要な役割を果した人である。
池田氏は、証言の中で長塚節の「土」を愛読
したといったあとで「教育の本はほとんど読ん
でいないけど、教育書以外の本の影響で、私は、
子どもの生活を見る目が育っていったと思う。」
と述べている。
その後に出てくる証言者たちの多くが、青年
期に自分の一生を支配するような思想的、芸術
的な感動を経験していることを語っているが、
多くの場合、講壇教育学とは無縁であった。
池田氏が小学校の教師をしていた当時の農村
の小作人の子どもたちへのリアルな目、そのリ
アルな目でとらえた彼らの生活から学んだ生き
方を教育を通じて方向づけようとする氏の教育
実践が、郡内でただ一人郡内一斉学カテストを
拒否し、それが原因で教職を追われることにな
ってしまう。しかし池田氏は、そのリアルな目
を教育の仕事と結びつけて教育ジャーナリスト
としてその後の一生を生きはじめる。まさに一
つぶの麦が土に落ちたようなそのような氏の青
年期が大正、昭和のわがくにの教育界に波紋を
拡げてゆく、証言のトップの記事は大変に廟的
でさえある。
つづいて新興教育運動、教育労働運動への証
言として中野川 潔氏、それらの運動と呼応し
た朝鮮における新興教育運動への証言として上
甲米太郎氏を登場させる。
青森の農民運動に教えられて、生活の貧しさ
と無知とから人間を解放してゆく教育とは何か
を考えはじめ実践していった相馬 寒六郎氏か
ら昭和教育史への証言がはじまる。
信濃教育会を批判して教労の運動に結合して
いった長野県の教師たちは、教科書の自主編成
ー無産者教程作成をやっているそのことについ
ての証言と藤原晃氏が、兵庫県の新興教育運
動の草わけの仕事の一端をになった窪田 弘道
氏の証言、東大セッルメントの仕事をへて、無
産者託児所の運動に盤力し、戦前の保育問題研
究会に関係し、やがて弾圧され転向を装うこと
を余儀なくされた苦悶の空白をしていられる浦
辺史氏の証言等々をへて、「子ども・学校・村
ぐるみの教育」をめざした静岡の生活教育運動
をおこし、「児童の村生活教育研究会」を組織し
た戸塚廉氏の証言へと結びつけられてゆく。
学校劇運動の落合聡三郎氏、新潟で生活教
育運動をおこした寒川 道夫氏、北方台教育の
若い荷い手の一人、村山俊太郎の妻村山ひで
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氏、「子教師の記録」の平野 婦美子氏、ちえお 1969年 1月号から、 71年3月号まで、 27回にわ
くれの子らとともに歩んだ近藤 えい子氏など たってつづけられたものである。それを今回の
三人の女性の証言をもまじえて、やがて戦争へ 刊行を期に、昭和教育史の時代的流れを考慮し、
とつきすすんでゆくわがくにの悲劇的な状況が、 かつ教育運動のまとまりを考え、再構成してみ
•これら証言者たちの目がすんでいるだけになま
なましくわれわれに伝わってくる。
戦後の証言には八人の人が登場する。広島の
被爆教師のたたかいを組織した石田 明氏、部
落解放運動と教育の筋道をひたすらにおいもと
めた中村拡三氏、沖縄の心を心として教育に
不戦の魂をふきこむことを一貫して追求した兼
城賢松氏、島袋良繁氏、昭和32年から34年
にわたって全国的にたたかわれた勤務評定のた
たかいのいわば犠性者で校長という立場からあ
くまで戦った伊藤 吉春氏、日教組の委員長で
その後に参議院議員になった宮の原 貞光氏等
々の証言である。
著者のあとがきにあるように、「もともとこの
対談は『教育評論』 （日本教職員組合機関誌）、
たしだいである。冒頭に解説的概説を試みてみ
た。」のが本書である。
一人ひとりの証言者を選定し、その人からそ
の当時の問題状況にあった適切な証言を引き出
すための著者の準備は極めて周到でしかも精密
である。余人には許されないその力量に敬意を
表する次第である。
この書を読んであらためて私は人間が歴史を
生きるということの重みをずっしりと感じさせ
られた。そしておそらくこの種の証言をもっと
もっと引き出し継承してゆかねばならないので
はないかと思う。著者がもし時間と余裕を見つ
け出したらこの種の企画を再開されるよう希望
してやまない。 （三省堂， 1971,11月刊）
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